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石谷川 

砂防堰堤工 (透過型) 
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石谷川 事業概要 
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砂防堰堤工（透過型）【例：セド谷堰堤】 



石谷川 事業の必要性 

石谷川 谷出口 

二級河川小川 

保 全 対 象 （人家、林道） 

土石流流下方向 

渓流荒廃状況 

流向 

土石流流下方向 

土石流流下方向 

県道山崎泊線 

保 全 対 象 （人家、県道） 

砂防堰堤工 (透過型)  

Ｈ＝8.0ｍ Ｌ＝114.0ｍ 

林道石谷・谷線 

避難所（谷公民館） 

航空写真 

保全対象 
（人家４戸） 

林道 
林道 

県道山崎泊線 

φ0.5m～1.0mの 
巨石が多い 

石谷川 

保全対象 
 ・人家４戸、耕地１．５５ha 
 ・道路５８６ｍ（県道、林道） 



石谷川  
  事業を巡る社会経済情勢の変化、事業の投資効果 

指標名 単位 
事業着手時 
または 

前回再評価時 
今回評価時 備考 

保全対象人家戸数 戸 
４ 

(H２１） 
４ 

(H２５) 
変化なし 

保全対象道路 Ｍ 
５８６ 
（H２１) 

５８６ 
（H２５) 

変化なし 
（県道、林道） 

保全対象耕地 ha 
１．５５ 
(H２１) 

１．５５ 
(H２５) 

変化なし 

朝日町人口 人 
１４，４２７ 
（H２１） 

１３，５５５ 
（H２５） 

減少 

費用便益比（Ｂ／Ｃ） － 
１．６５ 
（H２１） 

１．８４ 
（H２５） 

１．０以上 



24年度まで 

25年度 

26年度以降 

凡  例 

堰堤工 正面図 

縦 断 図 

石谷川 事業の進捗状況、見込 
平 面 図 
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主な工種        
(全体事業量) 

  全体計画 堰堤１基 
 

Ｈ25までの進捗率 

堰堤工 付替林道工 
事業量 
ベース 

事業費 
ベース 

用地補償 
    

100.0% 100.0% 

堰堤工 
    

0.0% 18.0% 

付替林道工 
    

0.0% 0.0% 

全体 - 20.4% 

Ｈ２４まで Ｈ２５ Ｈ２６以降 

堰堤工（透過型）1基 

付替林道工 L=２８０m 



石谷川  
    今後のコスト縮減や代替案立案等の可能性 

・流域内の土砂流木の状況や下流への影響など調査 

・不透過型堰堤と透過型堰堤と比較 

・経済的となる透過型堰堤形式を採用し、コスト縮減を図っている。 

１．０ 

透過型堰堤 

正
面
図 

縦
断
図 

不透過型堰堤 

１．８７ 
経済 
比較 



堰堤工 1基 

23年度まで 

24年度 

25年度以降 

凡  例 

平 面 図 

石谷川  今後の事業の見通し 

現計画で事業継続（完成予定 平成２８年度） 

十分な作業スペースがあり
順調に進捗！ 


